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技 術 開 発 課 題 完 了 報 告 書

スギさし木苗の発根形態別生長試験

多段根苗は普通苗に比較して,良い初期生長を示す傾向が見 られるので,多段根苗と生長との関

係の究明と多段根苗の育苗技術を開発する。

長 崎 営 林 署

1 多段根苗の育苗方法は確立出来た。

2.初期生長の優劣差を判定出来るまでにいたらなかった。

施

業

及

び

作

業

の

内

容

伐 採 の 方 法

んα 当た り本数

開発経過と調査内容

1.育苗試験

(1)育苗地   長崎県南高来郡国見町多比良  多比良種苗事業所

(2)穂木の処理方法

ア.刃物で長 1.5m巾 3 mπの剥皮キズ数箇所につける。

イ.刃物で切 り込みキズ数箇所につける。

ウ。発根促進剤オキシベロン5%粉をいずれも使用する。
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3.調査 1勺 容

(1)2段根苗の育苗結果の調査

(2)林地設定苗木の樹高生長調査

(3)ま とめ

(3)挿付の日時

2.林地試験

昭和53年 3月 (第 1試験地用)

昭和54年 3月 (第 2試験地用)

試験地 設 定 本 数 面 積 設 定 場 所

第 1 55年 2月 200 0.07ん
α

遠目国有林 24に林小班

第 2 56年 2月 200 0.07 西郷温泉岳国有林 126に林小班

評価及び普及指導

1.2段根苗生産手段として挿付時の剥皮 。切り込み処理はいずれも有効であった。

2.林地植栽後の生長差は判明出来なかった。

-161-

EG-TDESK01
長方形



スギさし木苗の発根形態別生長試験

1.試 験 の 目 的

多段根苗は普通苗に比較して良い初期生長を示す傾向が見 られるので,多段根苗と成長との関

係の究明と多段根苗の養苗技術を開発するために試験を行った。

2.育 苗 試 験

(1)育 苗 地   長崎県南高来郡国見町多比良 多比良種苗事業所

(2)多段根の発根促進を計るための処理を挿穂の下枝もぎ取 り部分 (地中に入る部分)に 行った。

ア.刃物で①長 1.5卸中 3 mftの 剥皮キズ数箇所をつけたもの。

イ.刃物で②切り込みキズ数箇所をつけたもの。

ウ.挿付時に発根促進剤オキシベロン5%粉①②共に使用した。

工.さ し付後の養成は事業用苗木と同じとした。

13)挿付の日時   昭和53年 3月 (第 1試験地用)

昭和54年 3月 (第 2試験地用)

3.林 地 試 験

育苗試験で生産した2段根苗木で表-1の とおり試験地を設定した。

表-1 試験地概要

番号 設  定 本 数 面  積 場 所

舞31 55年 2月 200 本
0.07 11A

長崎県東彼杵郡東彼杵町遠目郷

遠目固有林 24 に 林小IIE

第 2 56年 2月 200 0.07
長崎県南高来郡瑞穂町西郷

西郷温泉岳国有林  126に  林小班

(1)使用したクローンと値栽方法

第 1試験地の使用クローンは,県浮羽 8号,県杵島 1号,福岡署 2号で① 2段根苗33本②一

般苗木33本の 1ク ローン66本を基準として,①②の苗木を 1本おきの交互になるよう丁寧値方

式で値付けた。

第2試験地の使用クローンは,県唐津 6号,福岡署 1号,県藤津14号で第 1試験地に準 じた

要領で設定した。

4.得 苗 結 果

昭和55年 と昭和56年の得苗結果はほぼ同様な得苗率を得たので表 2は 56年度の結果を示す。

景1皮キズ処理 したもの54%,切込みキズ処理したもの60%で 2段根苗木得苗は切込みキズ処理

が優った6ク ローン間では差異が生 じたが,いずれの方法 も2段根苗生産手段として有効である

ことが判明した。
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表 -2 2段 根苗の得苗調査表 (冽史)

(m)

5.林地での試験結果

第 1.2試験地とも,設定時の苗長と年次毎の苗長を測定 した。

表 -3 平 均 樹 高

処 理 男」 福 岡 署 ] 藤  津 14 唐 津 6 平 均 樹 高 摘 要

多 殺 根 苗 193 189 176 186 第 2試験地
5生長期

並
日 通 一田 182 つ

０
０
０ 188 И

■
Ｏ
Ｏ

平 均 188 186 182 185

多段根 /普通苗% 106 103 94 101

処 理 月」 浮 羽  8 福 岡 署 2 杵 島 1 平 均 樹 高 摘 要

多 殺 根 苗 246 258 247 250 第 1試験地
6生長期

並
日 通 苗 236 245 241 241

平 均 241 252 244 246

多段根/普通苗% 104 105 102 力
４

ハ
）

多段根苗木が良い生長を示 しているが,そ の差は小さい。

試験地別に年次毎に樹高を取 り纏めたものが表-3で,年平均の生長量は第 1第 2試験地とも多段根

多段根苗と普通苗との差が見 られなか った。

処理別
付

数

挿

本

杵 島 1 福 岡 署 2 浮 羽 8

2段根 ならないもの 2段根 ならないもの 2段根 ならないもの

景1皮 1 60本 47
つ
０ 11

α
υ

９

一 25

2
（
υ

´
υ 30 ∩

υ
，

″ 32 ９

″

ワ
ー

，

“ 20

切 込 み 1 60 48 0 30 17 35

″    2
（
υ

次
υ 44 14

∩
υ

，

一

″
′

ワ
′

９

“

つ
乙

計 240 169 54 122 57 115 77
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表-4 年次別樹高の推移 (cll)

場 所
クローン

男ll

処理別

年 度 男ll

期 間 総

生 長 量

年 平 均

生 長 量56.2
植付時

56 ワ
′

民
υ 58 59 60

第

試

験

　

　

地

福

岡

署

多段根 64 62 79 109 128 158 つ
０

（
υ 128.38 25 68

普 通 62. 06 75 99 120 149 ０
４

０
０ 119 94 23 99

藤

津 14

多段根 54 33 63 86 107 143 189 134 67 26 93

普 通 56 64 つ
０

α
Ｕ 82 103 142 183 126 36 25 27

唐

津 6

多段根 54. 52 64 88 114 140 176 ，

一 48 24 30

普 通 55 33 И
，
次
υ 88 114 145 188 132. 67 26.53

平 均

多段根 57.82 一ｂワ
了 93 116 ウ

‘
И
付 186 128.18 25 64

普  通 58 01 67 90
，

″ 145 184 ＼ 126.32 一ｂ，

“ 26

場所
クローン

月馨
処理別

年 度 号1

期 間 総

生 長 量

年 平 均

生 長 量
55.2

植 付 時
56 57 58 59 60

第

試

験

地

浮

羽 8

多段根 78 67 96 113 134 168 202 ´
υ

４，

″ 167.33 27.88

普  通 69 18 86 105 124 153 182 236 166. 82 27 80

，

″

福

岡

署

多段根 79 39 97 114 132 161 189 258 178 61 29 77

普  通 73.48 90 109 ７
′

つ
″ 155 182 245 171.52 28 59

杵

島 1

多段根 83.82 95 115 132 164 196 247 つ
０

次
Ｕ 18 ″

′
９
し 20

普  通 79. 03 つ
０

∩
υ

９

“ ]32 164 α
Ｕ

ｎ
フ 241 161.97 27.00

平 均

多段根 80.63 96 114 133 164 196 250 169.37 Ｏ
Ｏ

，
“

つ
０

普 通 73.90 90 109 128 157 187 241 167 10 27.85
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図-1 樹高の推移

生長期

6.考   察

(1)多段根苗木の養成

普通のさし木方法では,多段に発根した苗木は稀であるが, さし穂基部に剥皮又は切込みを

付けることで,多段状に発根することが明らかになった。

発根部位の拡大で,根重も増加している。

(劾 林地での生長

一般造林地でのスギ挿本苗初期生長は,植栽から1～ 2年間は生長停滞が見られることが知

られているが,試験地でも初期の生長が遅く3生長期を経て増加傾向が現われている。

多段根苗木は地中養分吸収に最も適した根の配置をすでに兼備えて植栽されるので,特に初

期生長を期待したものの,そ の効果を判定出来る程の差は得られなかった。

樹
高

釧
　
５０，

コ

多段根苗

普 通 苗
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